
N
Y
且
ン
セ
イ
準
替
石
川
郡
松
任
興
宗
東
根
本
一
あ
れ
ば
、
こ
の
時
加
賀
そ
迦
過
し
給
号
た
こ
と
は
明
一
七
日
間
に
三
十
三
番
を
角
し
て
、
一
た
び
も
敗
れ
な

窪
寺
の
組
。

E
安
二
年

E
用
十
五
日
寂
し
た
。
一
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
奇
書
い
た
文
献
は
一
も
な
い
一
か
っ
た
か
ら
、
川
人
呼
ん
で
臨
穂
と
い
号
た
。
そ
の

ジ
ユ
ン
セ
イ
ヨ
ウ
拍
車
正
公
前
田
利
闘
の
誼
説
。
一
ゃ
う
で
あ
る
。
後
明
治
六
年
十
周
七
日
嗣
徳
夫
県
の
一
後
陵
長
九
年
七
用
十
七
日
結
城
秀
康
が
、
交
徳
川
家

利
嗣
は
耐
甜
仰
を
用
ひ
た
か
ら
法
践
は
な
い
0
・
一
一
師
癒
を
梼
禄
水
無
搬
宮
に
A
H
記
す
ろ
こ
と
を
布
告
せ
一
康
を
伏
見
邸
に
招
い
た
時
、
服
穂
越
前
の
嵐
温
手
と

シ
ュ
ン
ソ
ウ
ド
ウ
シ
且
・
ワ
春
草
堂
集
ご
十
一
一
ら
れ
、
翌
七
年
況
月
サ
九
日
河
北
郡
樟
幡
に
.
=
一
十
一
事
う
て
貞
け
た
が
、
順
穂
・
の
名
も
亦
一
世
に
噴
停
せ

巻
十
六
加
。
大
問
錦
城
が
天
明
三
年
十
九
歳
の
時
か
一
日
金
禄
に
、
三
十
一
日
石
川
郡
松
任
に
、
六
月
一
日
一
ら
れ
た
こ
と
は
、
竹
蹄
物
関
に
北
野
前
祉
境
内
の
光

ら
文
政
ご
年
班
十
五
践
に
去
る
聞
の
詩
文
を
編
伝
・
に
一
能
奨
郡
小
松
に
、
ご
日
江
沼
部
大
患
寺
に
御
跳
躍
の
↑
景
を
叙
し
て
、
『
叉
有
か
た
を
見
で
あ
れ
ば
、
あ
ら

集
成
し
た
も
の
で
、
第
サ
一
容
に
は
制
作
の
年
月
明
一
上
還
幸
し
給
う
た
0

・
.
一
し
お
ひ
て
、
じ
ゅ
ん
れ
い
や
、
こ
ぎ
つ
ね
、
・
や
け
な

ら
か
な
ら
ざ
る
も
の
と
、
寛
政
元
年
の
梅
花
赤
城
記
一
三
ン
ノ
ヲ
ヤ
マ
順
尾
山
ロ
ノ
ヲ
湖
北
部
一
べ
.
ひ
ん
せ
号
が
、
す
ま
ふ
を
こ
そ
は
は
じ
め
け

と
が
あ
る
。
慨
に
行
は
れ
る
鍋
域
文
録
は
、
春
草
堂
一
寂
ヶ
谷
・
石
黒
叉
・
古
郷
寺
・
町
・
平
下
各
部
務
の
持
山
一
れ
o』
と
言
へ
る
を
以
て
知
る
べ
く
、
こ
は
嵐
遣
手
・

集
中
の
文
を
按
い
た
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
一
で
あ
る
。
正
徳
・
亭
保
の
頃
銀
銭
を
試
掘
し
た
が
得
一
照
種
を
力
士
の
代
表
的
名
稽
と
し
て
暴
げ
た
の
で
あ

シ
ュ
ン
ソ
ウ
マ
ル
駿
相
丸
加
賀
務
の
帆
前
般
。
一
・
な
か
っ
た
0

・
繭
さ
関
上
測
定
八
三
六
米
。
地
質
僚
経
一
る
。
或
は
い
ふ
。
加
賀
滞
で
は
眼
識
が
他
務
の
も
の

西
洋
千
八
百
五
十
五
年
打
立
。
原
名
ウ
ワ
エ
ル
ダ

p
一

系

。

↑

に

敗

れ

た

こ

と

を

耽

ぢ

、

そ

の

後

相

撲

の

徒

を

牒

す

ヤ
o
木
製
長
さ
十
一
間
一
尺
七
寸
・
幅
三
閥
抗
尺
七
一
シ
ュ
ン
ポ
ウ
俊
鳳

;γ
ケ
イ
シ
ユ
Y
ポ
ウ
一
る
こ
と
な
〈
‘
別
に
轡
カ
あ
る
者
を
集
め
て
手
木
組

寸

。

噸

数

百

五

十

入

。

腿

臨

三

年

五

局

長

崎

に

於

い

一

林

憩

俊

闘

。

一

の

一

際

青

編

成

せ

し

め

た

と

。

し

か

し

、

利

常

の

時

て

之

脅

購

入

し

た

。

ジ

ユ

ン

ヨ

ウ

シ

服

護

子

J
サ

Y

ノ
イ
チ
=
一
一
に
も
向
相
撲
の
者
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
前
説

の

一

。

一

は

非

で

あ

ら

う

。

可

翻

小

説

で

は

隈

穂

を

戸

川

宗

者

シ
ュ
ン
ヨ

εヨ
ウ
チ
ョ
ウ
審
血
管
妙
澄
前
倒
利
一
と
し
、
七
十
俄
践
で
荷
死
し
た
と
し
て
ゐ
る
。

長
の
室
玉
泉
院
夫
人
の
生
母
で
、
織
田
信
長
の
側
一

室
。
金
棒
入
坂
鶴
林
寺
の
境
内
に
そ
の
墳
惑
が
あ
一

る
。
同
寺
が
越
中
守
山
に
在
っ
た
時
、
元
和
四
年
三
一

周
三
日
逝
去
し
て
春
勝
目
妙
沼
大
姉
と
蹴
し
、
治
体
や
.
一

寺
・
申
に
移
さ
れ
た
の
を
、
更
に
金
・
搾
に
鞠
4

持
し
た
も
一

の

と

い

ふ

。

一

タ
ユ
ン
レ
イ
智
鍾
海
土
宗
の
前
。
字
は
本
器
。
一

小
松
の
人
。
金
揮
に
出
で
、
三
光
寺
に
投
じ
、
十
一
九
一

歳
江
戸
に
往
き
、
増
上
寺
梁
楼
上
人
に
従
号
て
鎮
西
一

流
を
停
へ
た
。
後
本
闘
に
蹄
り
住
す
る
こ
と
一
年
、
一

復
出
滋
し
て
京
都
鰻
賎
の
平
山
に
庵
隠
し
、
次
い
で
一

大
和
の
光
明
寺
に
住
す
る
こ
と
四
年
、
日
課
の
念
仰
一

六
高
麗
を
胤
行
し
た
。
承
隠
元
年
三
月
寂
、
四
十
歳
。
一

タ
ユ
ン
レ
イ
限
纏
前
田
利
長
に
仕
へ
た
松
村
一

穂
次
郎
は
、
嘗
て
北
野
千
本
の
動
態
相
撲
に
臨
み
、
-

ーー司

シ
ュ
ン
ド
ウ
ホ
ウ
ケ
イ
審
議
鳳
守
鳳
京
都
小

路
の
人
。
本
姓
は
安
藤
氏
、
叔
明
の
弟
で
あ
る
。
出

で
L
春
藤
氏
を
嗣
ぎ
、
俳
諮
を
蒼
此
・
梅
室
の
門
に

箆
・
ん
で
、
諸
凶
を
庭
縫
し
た
。
明
治
十
年
六
十
援
を

以
て
夜
。

シ
ュ
ン
ト
ク
イ
ン
峻
徳
院
大
禦
寺
務
当
第
八

代
前
回
利
考
の
法
焼
。
隷
し
く
は
限
徳
院
俄
岳
明
恭

大
居
士
。

ジ
ユ
ン
ト
ク
テ
ン
ノ
ウ
順
徳
天
皐
承
久
三
年

の
事
捜
の
後
、
北
僚
義
時
は
三
上
皇
を
鰭
遜
せ
し
め

奉
っ
た
が
、
そ
の
申
願
徳
上
皇
は
、
七
局
ご
十
日
京

を
渡
し
て
佐
渡
に
向
か
は
せ
給
う
た
。
花
山
院
少
終

能
氏
・
左
兵
衛
佐
館
経
・
上
北
面
左
衛
門
大
夫
康
光
等

之
に
供
奉
し
、
女
房
ご
人
亦
従
う
た
0
.而
し
て
能
氏

は
痛
ん
で
賂
か
ら
鴎
り
、
範
経
も
亦
軍
慰
に
櫨
っ
て

越
後
に
留
っ
た
が
、
御
般
は
寺
泊
を
護
し
て
佐
渡
に

著
い
た
と
い
ふ
。
遜
幸
の
途
次
院
に
か
く
の
如
く
で

シユ
!
l
シ
ヨ

シ
ュ
ン
レ
イ
イ
ン
春
畿
院
加
賀
務
一
宇
一
第
五
代

前

m制
紀
の
養
女
で
、
=
一
保
西
公
諸
問
夫
人
に
な
っ
た

誠
蝋
の
法
娘
。
詳
し
く
は
春
樹
院
勝
山
貞
照
大
妨
。

ジ
ョ
イ
ツ
カ
ン
律
一
貫
文
線
ご
年
明
の
郷
和

正
使
謝
用
枠
及
び
削
使
徐
一
貫
は
、
五
月
十
夜
日
肥

前
名
殺
屋
に
来
著
し
た
。
秀
吉
町
乃
ち
前
悶
利
家
を
し

て
一
貫
を
賓
待
せ
し
め
、
徳
川
家
康
を
し
て
用
梓
を

亭
傭
せ
し
め
て
骨
一
日
に
及
び
、
後
諸
時
相
代
っ
て

そ
の
任
に
笛
っ
た
。
一
貫
の
書
跡
は
、
越
中
安
居
寺

に
抱
翠
槌
の
輔
が
あ
り
、
臨
島
郡
永
光
寺
に
は
『
孝

悌
ハ
悌

Y遁
=
紳
明
叩
忠
信
行
=
口
〈
鐙
〉
箱
叩
積
善
衆
=

百
詳
刊
是
名
昌
作
凶
来
二
日
鑓
昌
百
代
師
刊
行
鑓
=
突
下

法
叩
久
久
不
v

可
v
俺
0

・
是
名
-
-
不
壊
身
4

仁
人
之
安

宅
。
義
人
之
正
路
。
行
v
之
誠
旦
久
。
是
名
昌
光
明
蔵
刊

道
徳
僑
二
身
ぺ
功
徳
被
=
高
物
↓
震
v

賢
震
=
大
理
↓

タ
ヨ
ウ
ア
ン
ジ
海
安
寺

て
、
提
出
訳
東
波
に
毘
す
る
。

シ
ョ
ウ
ア
ン
チ
カ
ン
照
庵
智
鑑
留
洞
宗
の
情
。

初
め
組
纏
大
智
に
欝
し
た
が
、
後
に
松
帰
国
田
淵
か
ら

印
可
や
・
受
け
、
能
駕
の
永
光
寺
に
住
し
、
間
閥
孝
恩

寺
に
移
り
、
長
松
寺
を
瓶
め
て
閉
山
と
な
っ
た
。

シ
ョ
ウ
ア
ン
マ
チ
畠
安
町
金
津
千
日
町
の
街

尾
に
在
っ
た
と
い
ふ
。
文
政
年
中
隠
川
洪
水
の
た
め

是
名
=
ロ
ハ
仰
〉
官
官
庁
隣
刊
高
膳
突
巴
歳
季
夏
育
旦
。
大

明
排
準
徐
一
貫
越
智
。
』
と
し
た
扇
額
が
あ
る
。

シ
ョ
ウ
庄
江
泊
郡
那
谷
谷
に
臨
す
る
都
容
。

加
賀
志
徴
に
は
、
江
沼
の
郡
家
の
厨
在
は
こ
の
地
な

る
べ
く
1

後
に
庄
閑
と
な
っ
て
郡
家
庄
と
務
し
た
の

が
、
取
に
庄
と
い
ふ
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
と

の
設
を
立
て
L

ゐ
る
。
叉
闘
屋
政
春
の
古
兵
談
に
、

江
泊
郁
の
一
授
大
将
庄
四
郎
丸
と
あ
る
の
は
、
こ
の

地
の
人
で
あ
ら
う
と
い
う
て
ゐ
る
。

シ
ョ
ウ
庫
河
北
郡
井
上
庄
に
臆
す
る
認
務
0

・
樟
幡
宿
の
能
登
ロ
に
述
織
し
、
古
町
と
も
い
う
た
。

加
賀
志
徴
に
、
こ
の
地
も
と
井
家
庄
と
い
号
た
の
が

省
略
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
と
す
る
。

シ
ョ
ウ
ア
ン
ジ
震
安
寺
鹿
島
縄
問
に
在
っ
て
、

興
宗
東
援
に
臆
す
る
。

シ
ョ
ウ
ア
ン
ジ
勝
安
寺
珠
洲
郡
蛸
烏
に
在
っ

て
、
提
宗
東
援
に
臨
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ア
ン
ジ
湾
安
寺
金
滞
野
間
寺
町
に
在

っ
て
、
援
松
山
と
捜
し
、
海
土
宗
に
臨
す
る
。
閉
山

貞
蓮
吐
自
暴
笈
松
は
尾
蝶
の
人
で
あ
っ
た
が
、
実
正

中
前
回
利
家
の
金
調
停
に
入
部
し
た
後
こ
の
地
に
来

り
、
古
寺
町
に
寺
地
を
賜
う
て
之
に
跨
た
が
、
利
常

の
世
元
和
元
年
今
の
地
を
得
て
移
っ
た
。
舘
寺
本
館

の
阿
漏
陀
隼
は
大
像
で
、
金
揮
で
は
大
仰
と
呼
ば
れ

る。

羽
咋
郡
今
績
に
.
在
つ

三
九
三


